
阿蘇4火砕I噴火の前駆I噴火である大峰火山I噴火

について，鉱物中のメルト包有物の化学組成を測

定した．得られた組成を阿蘇4火砕流堆積物のサ

ブユニットの'隆行中の鉱物に含まれるメル1,包有

物組成と比較し，阿蘇41噴火I廠前のマグマ供給系

について考察を行った．大li厳スコリアのメル1､包

有物と阿蘇4メルト包有物との1,レンドの違いか

ら，大I峰火山のI噴火が|阿蘇4巨大マグマ溜まりと

は異なった浅部マグマ供給系で独立して分化した

ことがわかった．
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－1批火史とその関連研究一 1.はじめに

火山瀞に含まれる斑晶に|ｺのメルト包有物は，鉱

物が品出した当時のメルトの組成や揮発性成分を

保持しているI'l.よって捕獲当時のマグマ溜り

の環境の推定に非常に有用である[2,3,4］

山崎・他[5]は阿蘇4火砕流堆積物の職石・スコ

リア中の鉱物が持つメルト包有物を分析し，阿蘇

4のﾉ戎I瀞マグマ淵りモデル[6]を検討した．しかし

阿脈4火砕I噴火直前にI噴火した大|峰火山噴出物の

メルト包有物の測定および阿蘇4との比較はされ

ておらず，阿蘇4巨大噴火直前のマグマ供給系の

モデルはまだ得られていない．よって大峰スコリ

アにおいて斜長石・輝石に含まれるメルト包有物

の組成および揮発性成分の含有瞳を測定した．阿

蘇4火砕流唯祇物の肥猪．小谷’八女，・弁利サブ

ユニットの職石中の鉱物に含まれるメルト包有物

組成との比較を行うことで，阿蘇4巨大噴火直前

のマグマ供給系モデルについて考察した．

阿蘇4火砕噴火直前に

噴火した大峰火山
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2．阿蘇火山の活動史

阿蘇火|｣_|はﾉL州の中部に位置し，南北約25

km・東西約18kmの大規模なカルデラ火山である．

阿脈カルデラは27~9万年前に起こった4回の火

砕流を伴う大規模なI噴火により形成した[7.8]．最

後の阿脈4が験も巨大な噴火で．噴出物騒は約

600knv'以上と推定されている[9.10]阿蘇4火砕

流堆積物の滑石学的特徴は，阿蘇1から阿蘇3ま

での噴出物には見られなかった普通角閃石斑晶を

含むことである｢'1,12］
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